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も
く
じ

　
美
術
資
料
を
修
復
し
、
濱
田
家
の
方
に

改
め
て
修
復
結
果
の
内
覧
で
ご
来
館
い
た

だ
き
ま
し
た
（
美
術
資
料
に
つ
い
て
は
後
日
、

ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
）
。

　
そ
の
と
き
関
連
す
る
資
料
が
見
つ
か
っ

た
と
し
て
お
持
ち
に
な
ら
れ
た
資
料
を
預

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
画
家
た
ち
か
ら
の
ハ
ガ
キ

　
関
連
資
料
は
葉
書
十
四
枚
で
、
整
理
す

る
と
日
本
画
家
松
本
楓
湖
（
一
八
四
〇
〜

一
九
二
三
）
の
も
の
四
枚
と
日
本
画
家
渡

辺
省
亭
（
一
八
五
一
〜
一
九
一
八
）
の
も

の
一
〇
枚
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
渡

辺
省
亭
の
葉
書
一
〇
枚
は
、
明
治
三
〇
（
一

八
九
七
）
年
か
ら
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年

こ
ろ
の
も
の
で
、
明
治
三
〇
年
代
の
当
主
、

濱
田
清
左
衛
門
が
絵
を
描
く
こ
と
を
依
頼

し
た
こ
と
に
対
す
る
返
事
で
し
た
。
金
額

の
こ
と
や
完
成
し
た
絵
の
引
取
り
に
関
す

る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

う
ち
五
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
差
出
人
で
あ
る
渡
辺
省
亭
の
住
所
は
す

べ
て
「
浅
草
区
西
三
筋
町
」
（
現
在
の
台
東

区
三
筋
一
丁
目
。
鳥
越
神
社
の
北
側
あ
た

り
）
に
な
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
こ
の
中
の

二
枚
は
「
浅
草
区
西
三
筋
町
五
十
番
地
　

渡
辺
別
宅
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　
渡
辺
省
亭
は
こ
の
頃
妻
子
（
妻
さ
く
・

息
子
義
・
娘
露
）
と
と
も
に
浅
草
西
鳥
越
（
現

在
の
台
東
区
鳥
越
。
鳥
越
神
社
の
西
側
あ

た
り
）
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、「
別
宅
」

と
い
う
の
は
、
西
鳥
越
の
本
宅
に
対
し
て
、

　

渡
辺
省
亭
方
か
ら
の
ハ
ガ
キ

　

末
尾
に
「
浅
草
西
三
筋
町
五
十
番
地　

渡
辺
別
宅
」
と
記
し
て
い
る
。

　　
　
千
住
ゆ
か
り
の
濱
田
家

　
今
号
か
ら
今
秋
開
催
す
る
「
名
家
の
か
が

や
き

―

近
郊
郷
士
の
美
と
文
芸

―

」
展
（
十

一
月
二
九
日
〜
）
に
関
連
す
る
情
報
を
お
届

け
し
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
千
住
仲
町
の
石

出
家
に
関
連
す
る
事
項
で
す
。
同
家
は
江
戸

時
代
初
め
に
千
住
南
部
を
開
発
し
た
旧
家
で

す
。
千
住
大
橋
の
架
橋
奉
行
で
あ
り
、
徳
川

家
の
代
官
頭
で
も
あ
っ
た
伊
奈
備
前
守
忠
次

に
助
力
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
石
出
家
は
近
世
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
、

埼
玉
県
杉
戸
町
の
濱
田
家
と
代
々
婚
姻
を
結

び
家
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
千
住
宿
の
旧
家

に
は
こ
う
し
た
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
る
家
々

が
あ
る
場
合
が
多
く
、
日
光
道
中
や
水
戸
道

中
沿
い
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
は
、
日
光
道
中

杉
戸
宿
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
同
町
堤
根
の

濱
田
家
は
豪
農
で
あ
り
、
綿
繰
り
機
製
造
で

栄
え
た
近
世
か
ら
近
代
の
大
商
人
で
し
た
。

関
宿
藩
主
久
世
家
と
も
交
流
し
、
杉
戸
町
堤

根
に
は
久
世
家
に
よ
る
石
碑
も
残
っ
て
い
ま

す
（
千
住
と
の
ゆ
か
り
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
）。

し
か
し
災
害
、
戦
災
で
多
く
が
滅
失
、
濱
田

家
の
方
々
は
救
え
た
資
料
を
ま
と
め
て
保
存
、

昨
年
、
当
館
に
ご
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

　
郷
土
博
物
館
で
は
美
術
と
文
化
資
料
が
豊

富
な
石
出
家
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
調
査

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
屏
風
や
掛
け
軸
な
ど

の
絵
画
作
品
が
い
く
つ
も
見
つ
か
り
、
そ
の

中
に
渡
辺
省
亭
の
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。
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□
ハ
存
可
申
候
、
絹
本
な
れ
バ
四
十
円
。

　
　

御
返
事
ま
で
」（
明
治
三
三
年
﹇
一
九

　
　

〇
〇
﹈
五
月
一
〇
日
）

五
、「
御
寿
之
能
■（
抹
消
）
地
額
面
弐
枚
出

　
　

来
候
。
と
り
に
御
出
被
下
候
也
。﹇
付
箋
﹈

　
　

明
治
三
拾
三
年
六
月
二
日
紙
本
お
か
め

　
　

の
図
・
鯉
の
図　

浅
草
区
西
三
筋
町
五

　
　

十
番
地　

渡
辺
省
亭
画
人
」（
明
治
三

　
　

三
年
﹇
一
九
〇
〇
﹈
六
月
二
日
）

　
　

※

年
は
す
べ
て
消
印
を
読
ん
だ
も
の
。

　
　
　

三
、
は
月
日
も
消
印
か
ら
判
読
。

　

こ
の
中
の
三
の
葉
書
と
五
の
葉
書
の
付
箋

の
差
出
人
住
所
に
、「
浅
草
（
区
）
西
三
筋

町
五
十
番
地　

渡
辺
別
宅
」
と
あ
り
ま
す
（
前

頁
写
真
参
照
）。
読
ん
で
み
れ
ば
わ
か
る
よ

う
に
、
一
、
三
、
五
、
は
絵
の
引
取
り
を
促

す
も
の
と
引
取
り
の
知
ら
せ
が
到
着
し
た
か

確
認
す
る
も
の
で
、
四
、
は
画
題
の
確
認
（
発

注
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
「
鯉
」
の
絵
が
本
当
の

鯉
の
絵
か
？
鯉
の
ぼ
り
か
？
）
と
潤
筆
料
を

し
ら
せ
る
も
の
、
二
、
は
読
め
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
詳
し
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

風
邪
（
風
邪
を
ひ
き
込
ん
だ
の
か
、
強
い
風

を
あ
ら
わ
す
「
風
早
」
と
記
し
て
い
ま
す
）

が
治
っ
て
絵
を
描
く
こ
と
を
再
開
す
る
こ
と

を
知
ら
せ
る
も
の
の
よ
う
で
す
。
具
体
的
に

絵
を
依
頼
し
た
り
、
潤
筆
料
の
金
額
を
取
り

決
め
る
資
料
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
こ
れ
ら
の
葉
書
は
現
実
的
な
や
り
と
り

が
み
ら
れ
る
珍
し
い
資
料
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】　

岡
部
昌
幸
監
修
『
渡
辺
省
亭
』

　

（
東
京
美
術
、
二
〇
一
七
年
）
／
古
田
あ

　

第 631 号（2）令和 2年 9月

ハガキ四　表書き（右側）では差出人に「西三筋町　渡辺内」とあり、「内」は省亭の別家族の夫人と思しい。

筆跡が前頁のハガキと同一であるが本文（左側）では画題の内容にかかわる記事なので渡辺の代筆を行ってい

たと考えるのが妥当である。

絵
を
描
く
場
所
で
あ
る
ア
ト
リ
エ
（
別
の
家

庭
﹇
関
本
千
代
・
娘
ナ
ツ
・
娘
く
み
﹈
と
と

も
に
暮
ら
し
た
場
所
で
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
）
を
指
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
葉
書
の
内
容

　

葉
書
の
内
容
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
み
ま

す
と
、
文
面
は
ご
く
短
い
の
で
す
が
、
文
字

を
大
胆
に
崩
し
て
お
り
読
め
な
い
部
分
が
多

く
、
こ
の
よ
う
な
解
読
文
を
提
示
す
る
こ
と

は
恐
縮
し
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
次
の
通
り

で
す
。
ご
叱
正
を
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

一
、「
過
日
、
御
依
頼
之
画
急
き
の
よ
し
ニ
付
、

　
　

認
と
り
た
る
を
も
っ
て
、
受
取
方
は
御

　
　

出
な
さ
れ
度
旨
、
専
一
ニ
御
報
志
た
る

　
　

に
、
何
等
之
御
回
答
も
な
く
、
依
て
再

　
　

御
報
候
間
、
早
刻
御
出
方
に
相
成
度
候

　
　

成
。
ゐ
そ
ぎ
用
事
也
、七
月
十
八
日
」（
明

　
　

治
三
〇
・
一
八
九
七
年
七
月
十
八
日
）

二
、「
舌
代　

久
し
く
風
早
（
マ
マ
）
に
て

　
　

引
籠
候
。
廿
日
延
て
本
月
中
ニ
ハ
何
と

　
　

か
拵
エ
て
可
成
候
、
右
品
﹇
□
﹈
出
来

　
　

之
上
ハ
一
報
さ
し
挙
る
べ
く
也
」

　
　

（
明
治
三
一
・
一
八
九
八
年
三
月
五
日
）

三
、「
出
来
候
旨
申
入
候
得
共
、
御
出
な
く
、

　
　

依
而
差
出
書
と
ど
き
し
や
否
、
再
報
ヲ

　
　

以
テ
申
候
」（
明
治
三
一
年
﹇
一
八
九
八
﹈

　
　

五
月
六
日
）

四
、「
御
申
越
之
紙
本
能
額
二
面
ハ
潤
筆
料

　
　

二
十
円
。
紙
な
れ
ば
よ
ろ
し
候
。
一
枚

　
　

ハ
お
か
め
。
一
枚
ハ
真
ノ
鯉
だ
か
、
さ

　
　

を
に
付
た
る
紙
の
鯉
だ
か
わ
か
ら
ず
、

　
　

申
候
付
、
当
月
中
併
何
日
に
て
も
む
ら
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き
子
『
評
伝　

渡
邊
省
亭
』（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、

　

二
〇
一
八
年
）。

《
謝
辞
》
濱
田
家
資
料
に
つ
い
て
石
出
通
治

　

氏
（
足
立
区
千
住
仲
町
）、
大
高
津
貴
子

　

氏
（
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
）
に
は
多

　

大
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し

　

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
郷
土
博
物
館
専
門
員
・
山
崎
尚
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
芸
員
・
多
田
文
夫
）

　■
日
誌
【
十
一
】
（
明
治
四
十
三
年
水
害
）

　

八
月
十
七
日
以
降
、「
日
誌
」
の
記
載
は

来
庁
者
の
こ
と
ば
か
り
で
被
害
状
況
や
復
旧

状
況
の
記
載
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

村
々
へ
の
職
員
の
出
張
が
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
被
害
・
復
旧
状
況
の
報
告
は
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
日
誌
」
に
そ
の
内

容
を
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他

に
視
察
報
告
書
を
ま
と
め
た
「
綴
」
の
よ
う

な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
わ
け
で
、「
日
誌
」
に
は
来
庁
者

名
の
記
載
と
出
張
職
員
名
の
記
載
が
続
く
ば

か
り

…

と
い
う
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

■
義
捐
金
の
寄
贈
な
ど

　

で
は
、
そ
ん
な
八
月
十
九
日
・
二
十
日
の

記
載
か
ら
、
職
員
の
出
張
・
帰
庁
以
外
を
ひ

　

ろ
っ
て
み
ま
す
。

　

正
午
す
ぎ
に
内
務
省
嘱
託
の
留
岡
幸
助

（
一
八
六
四
〜
一
九
三
四　

岡
山
県
出
身
の

社
会
事
業
家
。
同
志
社
を
卒
業
後
に
北
海
道

で
教
誨
師
に
な
り
、
そ
の
後
、
東
京
と
北
海

道
で
感
化
院
「
家
庭
学
校
」
を
設
立
）
が
来

庁
し
ま
し
た
。

　

午
後
四
時
三
十
分
に
は
、
豊
多
摩
郡
大
久

保
村
・
東
大
久
保
村
（
現
在
の
新
宿
区
大
久

保
）
有
志
が
罹
災
者
義
捐
の
た
め
来
庁
し
ま

し
た
。

　

午
後
五
時
に
は
天
理
教
東
本
分
教
会
長
中

川
与
志
（
墨
田
区
本
所
に
現
在
も
所
在
す
る

天
理
教
東
本
大
教
会
と
思
わ
れ
る
。
中
川
与

志
﹇
一
八
六
九
〜
一
九
一
六
﹈
は
こ
の
教
会

の
初
代
会
長
）
が
義
捐
金
を
携
え
て
来
庁
し

ま
し
た
。

　

午
後
六
時
四
十
分
に
京
橋
区
築
地
の
聖
路

加
病
院
の
松
岡
久
蔵
が
、
罹
災
者
の
内
、
妊

婦
へ
の
施
療
の
た
め
に
来
庁
し
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
日
、
十
時
四
十
分
に
井
上
玄
道

が
来
庁
し
て
、
千
住
五
丁
目
の
小
林
三
左
衛

門
の
屋
根
上
で
隣
家
の
男
が
感
電
死
し
た
と

告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
刻
に
、
日
本
橋
区

新
和
泉
町
（
現
在
の
中
央
区
人
形
町
三
丁
目
）

の
総
代
伊
藤
龍
太
郎
た
ち
三
名
が
来
庁
し
て

金
百
四
十
一
円
五
十
銭
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
に
郡
役
所
の
前
の
道
路
か
ら
水

が
完
全
に
引
き
ま
し
た
。
裏
門
前
の
道
路
は

減
水
し
ま
し
た
が
、
地
面
は
現
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

午
後
零
時
四
十
五
分
に
、
救
助
人
員
の
概

数
を
東
京
府
庶
務
課
に
次
の
よ
う
に
報
告
し

　

　

午
前
九
時
半
に
赤
十
字
社
東
京
支
部
救
護

員
坂
部
一
作
が
三
名
を
引
率
し
千
住
北
部
・

梅
島
方
面
へ
出
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
午
後

五
時
十
五
分
に
帰
庁
し
ま
し
た
（
こ
の
項
の

位
置
は
原
資
料
の
マ
マ
。
時
間
順
に
な
っ
て

は
い
な
い
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

　　

本
号
の
発
刊
日
で
あ
る
九
月
十
五
日
は
、

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
関
ケ
原
合
戦
が

起
こ
っ
た
日
で
、
今
年
は
ち
ょ
う
ど
四
二
〇

年
を
迎
え
ま
す
。
関
ケ
原
合
戦
は
、
徳
川
家

康
率
い
る
東
軍
と
石
田
三
成
率
い
る
西
軍
が

美
濃
国
関
ケ
原
（
岐
阜
県
）
で
衝
突
し
、
東

軍
が
勝
利
し
て
家
康
が
天
下
の
覇
権
を
握
っ

た
戦
い
で
す
。
関
ケ
原
合
戦
後
、
敗
れ
た
大

名
や
態
度
不
鮮
明
だ
っ
た
大
名
の
多
く
が
改

易
や
転
封
の
処
分
を
下
さ
れ
ま
し
た
。
本
稿

で
ご
紹
介
す
る
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
も
そ
の
ひ

と
つ
で
、
戦
後
に
先
祖
伝
来
の
土
地
で
あ
る

常
陸
国
（
茨
城
県
）
か
ら
出
羽
国
秋
田
（
秋

田
県
）
へ
転
封
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
足
立
区

登
録
記
念
物
（
史
跡
）
の
佐
竹
抱
屋
敷
跡
（
さ

た
け
か
か
え
や
し
き
あ
と
）
で
す
。
佐
竹
抱

屋
敷
の
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
、
そ
の
一
角

に
佐
竹
稲
荷
神
社
（
梅
田
六

‐

二
八
）
が
鎮

　

ま
し
た
。

　

千
住
町
一
万
六
千
百
人
、
西
新
井
村
五
千

人
、
江
北
村
六
千
百
人
、
梅
島
村
三
千
五
百
人
、

綾
瀬
村
二
千
七
百
三
十
八
人
、
東
渕
江
村
二

千
人
、
花
畑
村
四
千
五
百
人
、
渕
江
村
六
百
人
、

舎
人
村
と
伊
興
村
は
な
し
。
合
計
四
万
五
百

三
十
八
人
。
こ
の
数
字
に
よ
る
と
、
明
治
四

十
三
年
の
南
足
立
郡
の
人
口
の
約
八
割
が
救

助
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

午
後
一
時
に
は
、
神
田
和
泉
町
の
金
光
教

東
京
教
会
所
連
合
救
済
事
務
所
代
表
者
畑
徳

三
郎
代
理
長
谷
川
雄
次
郎
が
来
庁
し
て
、
着

物
そ
の
他
十
八
品
目
九
百
五
十
四
点
の
寄
贈

を
申
し
出
ま
し
た
。

　

午
後
三
時
二
十
分
に
は
、
近
衛
救
護
隊
が

本
日
を
以
て
引
き
上
げ
る
旨
を
通
知
し
て
き

た
よ
う
で
す
（
文
末
が
書
か
れ
て
い
な
い
た

め
推
測
で
す
）。

　

午
後
五
時
、
郡
長
代
理
の
鈴
木
書
記
が
救

護
援
助
で
南
足
立
郡
に
駐
屯
し
て
い
た
部
隊

を
訪
れ
、
謝
辞
を
伝
え
ま
し
た
。
歩
兵
第
三

連
隊
第
十
一
中
隊
（
外
に
工
兵
第
一
大
隊
三

三
名
付
随
）、
隊
長
は
陸
軍
歩
兵
大
尉
有
馬

寅
治
（
十
八
日
に
郡
役
所
に
来
庁
し
た
同
連

隊
歩
兵
大
佐
若
見
虎
治
の
誤
り
か
）。
こ
の

部
隊
は
今
夜
撤
収
予
定
。
第
一
師
団
救
護
隊

（
隊
長
は
野
砲
兵
第
一
連
隊
付
一
等
軍
医
吉

井
康
次
郎
）
は
隊
長
不
在
に
つ
き
、
謝
辞
伝

言
を
依
頼
。
隊
員
百
二
名
は
梅
島
・
綾
瀬
村

方
面
に
出
動
準
備
中
。

　

午
後
七
時
十
五
分
、
赤
十
字
社
東
京
支
部

救
護
医
員
熊
谷
由
一
郎
が
来
庁
し
、
明
日
の

救
護
事
務
を
打
ち
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

は
い
、
文
化
財
係
で
す

⑳

佐
竹
抱
屋
敷
跡

　
　

―
 

足
立
区
と
秋
田
藩
主
佐
竹
氏

 
―

行
政
文
書
に
見
る

足
立
の
水
害
記
録
（
十
七
）

　
　
　
　
　
　   
山
崎
　
尚
之
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氏
の
家
紋
（
五
本
骨
扇
に
月
丸
）
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
足
立
区
と
秋
田
藩
の

関
係
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
区

内
に
は
関
連
す
る
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

　
　
　
　
（
文
化
財
係
学
芸
員
　
佐
藤
貴
浩
）

　

座
し
て
い
ま
す
。

■
大
名
屋
敷
の
種
類

　

関
ケ
原
合
戦
で
家
康
が
勝
利
す
る
と
、
家

康
の
居
城
で
あ
る
江
戸
に
諸
大
名
が
屋
敷
を

構
え
、
妻
子
を
江
戸
に
住
ま
わ
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
参
勤
交
代
の
原
型
で
、

後
に
制
度
化
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
幕
府
は
諸

大
名
に
対
し
屋
敷
を
建
て
る
た
め
の
敷
地
を

授
け
ま
す
。
諸
大
名
は
こ
の
敷
地
に
屋
敷
を

立
て
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
大
名
屋
敷
で
、
た

い
て
い
の
場
合
、
複
数
の
屋
敷
地
を
授
け
ら

れ
、
江
戸
城
に
近
い
方
か
ら
上
屋
敷
・
中
屋

敷
・
下
屋
敷
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
秋
田

藩
の
上
屋
敷
は
、
最
初
は
内
神
田
（
千
代
田

　

に
建
て
た
屋
敷
で
、
江
戸
の
郊
外
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

■
梅
田
の
抱
屋
敷

　

佐
竹
氏
が
梅
田
に
抱
屋
敷
を
建
て
た
の
が

い
つ
な
の
か
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
延

宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
は
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）

に
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
か
ら
取
り
壊
し
を
命

じ
ら
れ
る
ま
で
存
在
し
て
い
ま
し
た
（
森
朋

久
「
秋
田
藩
佐
竹
氏
と
足
立　

―

佐
竹
梅
田

屋
敷
を
中
心
に
し
て

―

」〈『
足
立
史
談
』
二

七
九
〜
二
八
八
号
、
平
成
三
・
四
年
〉）。

　

敷
地
の
広
さ
は
、
約
五
二
〇
〇
坪
と
い
う

広
大
な
も
の
で
、
構
堀
（
か
ま
え
ぼ
り
）
と

い
う
堀
を
め
ぐ
ら
す
立
派
な
屋
敷
で
し
た
。

　

区
）
に
あ
り
ま

し
た
が
、
天
和

二
年
（
一
六
八

二
）
に
焼
失
し
、

下

谷

七

軒

町

（
台

東

区
）
に

移
り
ま
し
た
。

当
時
の
江
戸
は
、

火
事
が
多
く
、

大
名
屋
敷
が
焼

失
す
る
こ
と
も

よ
く
あ
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
す
。

　

抱
屋
敷
は
、

幕
府
か
ら
拝
領

す
る
土
地
と
は

別
に
、
大
名
が

購
入
し
た
土
地

　

に
は
、
秋
田
藩
関
係
者
の
避
難
所
と

し
て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

■
佐
竹
稲
荷
神
社

　

佐
竹
稲
荷
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る

場
所
は
、
屋
敷
地
の
北
東
隅
に
あ
た

り
、
屋
敷
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
上
屋
敷
の
あ
っ
た
内
神
田
に

も
稲
荷
神
社
が
鎮
座
し
て
お
り
、
梅

田
と
同
じ
く
佐
竹
稲
荷
神
社
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。　

　

当
初
の
社
殿
は
、
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
古

く
か
ら
近
隣
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
、

毎
年
、
二
月
の
初
午
（
は
つ
う
ま
） 

の
祭
礼
に
は
参
詣
者
も
多
く
、
か
つ

て
当
社
を
信
仰
し
、
他
所
へ
移
り
住

ん
だ
信
者
か
ら
も
献
納
物
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

■
佐
竹
氏
と
足
立
区

　

足
立
区
登
録
有
形
文
化
財
「
花
畑

大
鷲
神
社
本
殿
」
は
佐
竹
氏
が
建
立

し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
大
鷲
神
社

境
内
で
は
社
殿
や
提
灯
な
ど
に
佐
竹

　
そ
の
威
容
は
、「
梅
田
御
屋
敷
絵
図
」（
千
秋

文
庫
所
蔵
）
と
い
う
絵
図
に
も
描
か
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、足
立
区
登
録
有
形
文
化
財
「
千

住
花
又
瀬
崎
辺
之
図
」
に
も
、
梅
田
村
の
付

近
に
「
佐
竹
大
膳
下
屋
敷
」
と
注
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

抱
屋
敷
の
東
側
を
日
光
道
中
・
奥
州
道
中

が
通
っ
て
お
り
、
秋
田
藩
の
人
々
は
参
勤
交

代
な
ど
で
こ
こ
を
通
っ
て
上
屋
敷
に
入
り
ま

し
た
。
ま
た
、
江
戸
で
火
災
が
起
こ
っ
た
際

　　

【日　時】

　１０／５（月）　　　　１０：００～２０：００

　１０／６～８（火～木）　８：００～２０：００

　１０／９（金）　　　　　８：００～１５：００

【場　所】　　　　　　　　　　　　　　

　足立区役所本庁舎１階区民ロビー　

【内　容】　　

　東京都主催の東京文化財ウィークにあわせて、足立区の魅力あ

　ふれる文化財をパネルでご紹介します。（観覧無料）

　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止の場合あり。

文化財パネル展のご案内

佐竹稲荷神社と境内の標柱
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